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　当市を第二の故郷として活躍した画家。主に歌舞伎の

絵を好んで描いた。１８９０（明治２３）年、中津川市生まれ。

１９０８（明治４１）年、中津川尋常高等小学校の訓導となっ

たころから、画業を志す。３５歳で岸田劉
りゅう

生
せい

の絵画に出

会い、影響を受ける。４１歳で大垣高等女学校を退職、

画業に専念。１９５１（昭和２６）年から１９６５年まで恵那

高等学校の美術科講師を務め、多くの教え子に絵を描

く本当の楽しみを伝えた。

この間、画業の中心が文

楽や歌舞伎を題材とした

ものになる。恵那高等学

校退職後、その画業と生

きざまがテレビや新聞な

どに数多く取り上げられ

た。１９８２（昭和５７）年、

９２歳で没。

９３

９４

▲国の登録有形文化財に指定されている五毛座

▲恵那高校で多くの生徒に絵を教えた

飯地町には、２００８（平成２０）年１０月に、

五毛座と同じく、国の登録有形文化財に指

定された旧市役所飯地事務所庁舎とサイレ

ン塔がある。１９５４（昭和２９）年の昭和の大

合併時に建設されたもので、どちらも市民

生活に身近な建物として親しまれている。

五毛座 天空の里の歌舞伎小屋

中川とも 天
てん

衣
い

無
む

縫
ほう

の女絵師
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『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４．０円（税込み）です。

２３年間を当市で過ごした「とも先生」の

思い出を温める年輩者は多い。恵那高校の

美術の授業では「絵は１年間で１枚描けば

よい」と言われた。浄
じょう

瑠
る り

璃を聞かせてもらっ

た。ニックネームは、「ライオン」。ボサボ

サの髪が由来だったそうだ。

　飯地町の五
ご

毛
もう

座
ざ

は、もともと公民館兼地芝居小屋とし

て１９５１（昭和２６）年に建設された木造２階地下１階建

て、建築面積４２７平方㍍の建物。内部には、両袖花道を

備えた舞台があり、客席として平土間、１階・２階桟
さ

敷
じき

席が設けられている。また公民館の設備としては、集会

所の和室と大広間がある。２０１０（平成２２）年１月に、

旧飯地公民館として国の登録有形文化財に登録された。

４月の第２日曜

日、太田神社の

例祭時に隔年で

飯地五毛座歌舞

伎保存会が歌舞

伎公演を行う。

次回の公演は、

来年に行われる

予定。

次号は４月１５日号
　発行日は４月１５日㈪です

▲隔年で行われる歌舞伎公演

▲中川ともの作品「女形往来」（お
やまおうらい）


